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《 地域行事に参加して 》

9 月の日曜日、地区主催のスポーツ大会にお手伝いと

して参加しました。地区の皆さん（高齢者の方が多数参

加）が楽しくマレットゴルフ・ゲートボールをした後、

来賓・役員を含めて総勢 90 名ほどの慰労会をする準備

を、20 代から 60 代の女性 15 名ほどでお手伝いをする

ものです。

10 時 30 分から宴会の準備が始まりました。

まず、市販のプラスチックの袋に入った漬物切りです。

始めて間もなく、「これ汚れてないからこのままでい

いね。」と言いながら、プラマーク付プラスチックの指

定袋へ直接入れようとする方がいました。

水道の前にいた私は、一言、「その空き袋こちらにく

ださい。洗って乾かします。」と。以前見学をした水工

技建（プラごみ一次処理施設）の臭いの話をしながらす

すぎ、ふきん掛けに洗濯用ピンでつるし、水気を切るこ

とを皆さんに勧めました。

大宴会も終了、いよいよ後片付けです。

醤油のシミで汚れた器、食べ残しの残飯。ここでも私

の一言、「器はきれいに洗って水気を拭いてこの袋へ。」、

「残飯はよく水気を切ってください。」とごく初歩的な

当たり前のことを、お勝手での和気あいあいの雰囲気を

壊さないように話すのは少し抵抗がありましたが、この

一言で皆さんに、ごみ減量、リサイクルにつなげられた

らと思いつつ、後片付けを終了しました。

今後も微力ながら集会等の場で、ごみ減量について話

をしていきたいと思います。

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる

催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽

にお出かけください。良い情報交換ができると思います。

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エコ

文具の販売、ペットボトルから作ったネクタイの販売と、

手づくりのリサイクル品、布ぞうり、袋物、さき織り製

品等の販売をしています。

◎古着の回収

11 月 6日（金）午前 10時から正午

回収する物は、どなたかが着られる状態の衣類

で、破れたり、汚れがあったりするものは回収で

きません。

時間内に持参してください。

ごみ減量にご協力ください。

衣類を燃やさずリサイクルしましょう。
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‐‐‐ウィークエンドリサイクルに思うこと‐‐‐

ごみ減量アドバイザーの委嘱を受けて1年半が経過しました。

様々な業務がある中で、その度にストレスが溜まるのがウィー

クエンドリサイクルでの立ち会いです。真夏の暑さ！真冬の寒
さ！これらは仕方がないにしても、何回立ち会っても、ただの一
度も満足に終わったことがありません。

「何が？」と言うと、特にこだわるのが「胴巻紙」を取らずに

出される缶を見逃さないことです。ネットの中に入れられる中

で、特にツナ缶に目を凝らし…（あった！）、一言言わなければ

と思い、缶を拾い出し、顔を上げると、既に立ち去られ、追いか

けることもできません。

最近ではネット投入前に持参した袋を覗くようにして、誰が投

入したかわからなくならないよう、服装の特徴も頭に入れてから

ネットに入れていただくようにしています。それでもパーフェク

トとはいきません。

ついうっかりなのか、知らなかったのか、わざとなのか…？

いずれにしても、回収時に一言アドバイスできれば、次から意

識をしていただけることと思います。

知らなかった知識は、知ることにより次の人に伝達され、情報

として広がり、連鎖していくことを願っています。

ウィークエンドに立ち会い、（その）連鎖を広げたい…

あと半年、最後はパーフェクトな立ち会いができるよう、正し

い出し方の情報をしっかり伝えて、ルール違反の回収物がないよ

う目を凝らしたいと思います。

体験コーナー

★空き缶のリサイクル

★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物があります。

生ごみの堆肥化とごみ減量
わかりやすく、すぐ実行できるごみ減

量法をアドバイスいたします（申込不要）。

★生ごみ処理基材「ぱっくん」は、

4月1日から、無料で配布しています。

生ごみを燃やさず、有効活用しましょ

う。御協力ください。

“焼却炉がギブアップです！！”

申し込み､問い合わせ先

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神 3-11-31 ℡23－5144
エコ・サポート 21ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/haiki/kurashi/gomi/eco-house/

さあ！出かけましょう

エコ・ハウスへ

◎わくわく講座（参加費各回 100 円） ※託児は御遠慮願います。
申し込みは 11 月 2日（月）以降、電話でエコ・ハウスへ（受付は電話のみ）。

★布ぞうり作り（定員 10 名）

サラッとした感触が素足に心地よく、外反母趾にも効果あり。

古布を捨てずにカラフルな布ぞうりはいかがですか。

使い古した木綿のシーツ、浴衣、洋服を裂いて、わらじのように編んで作ります。

日 時：11 月 9 日（月）、16 日（月）午前 10 時～午後 3時（2回コース）

持ち物：ものさし（30cm）、布用はさみ、昼食

材料費：30 円。材料は各自、手持ちの布を持参してください。

（浴衣、シーツ、布団カバー等ほどいて、布を 5～6cm 幅に裂いて持ってきてください。）

★ネクタイから巾着作り（定員 8名）

不要なものがリサイクルやリフォームで生まれ変わる楽しさを体験しませんか。

日 時：11 月 12日（木）午前 10 時～午後 3時

持ち物：ネクタイ数本（洗ってほどいてアイロン）、裁縫道具、型紙用紙、昼食

諸経費：100 円

材料費：別途


